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氏名    ：大沼 郁子 

学位論文題目：安房直子論 ― 五感で描かれたファンタジーの分析 ― 

 

 

論 文 審 査 結 果 の 要 旨 

 

安房直子は（1943-1993）日本女子大学日本文学科卒の作家であり、在学中には当時児童

学科で教鞭をとっていた山室静に師事し、児童学科を中心とする同人誌活動から、作家を志

した人物である。生涯において主に短編 272 点を残しているが、いまだに作品全体を見据え

た研究がない。本論文は、初出の同人誌から始めてこれらの作品を丹念に読み解き、彼女の

遺したエッセイなどについても詳細に調査、本学の卒業生という立場も利用して古くから

の友人や家族への聞き込みも加え、安房直子作品論としてまとめたものである。 

方法論としては、安房の全作品を五感という視点から読むと、どう分類されるか、その後

館はどのように表現されているかを分析し、作品世界を解釈していくという形をとった。一

見とらえがたい幻想的な短編童話と考えられていた作品であるが、こうして読み解くこと

でその独自の作品世界に切り込むことが可能となった。これは安房研究として、初めての試

みといえる。 

序章ではこの論文の独自性と意義について述べ、児童文学におけるファンタジーという

ジャンルの定義を示したうえで、安房の作品を「創作童話」（リテラリー・フェアリーテイ

ル／クンストメルヘン）であると位置づけた。 

第一章では、日本児童文学の歴史の中での安房直子の立ち位置を確認した。1950 年代か

ら始まる児童文学の新たな潮流の中、長編リアリズムに傾いていく児童文学の変革の中で、

彼女が書くような幻想的な短編作品は決して主流のものではなかった。だが安房は自分自

身の作風を貫き、あえて短編のファンタジー作品を作り続けた。検証は、そのことの意義を

跡付けるものである。安房直子の作品は、結局は、その当時の変革運動の支持者からも、あ

とになってから大きく認められ、日本独自のファンタジーの書き手として称賛されるに至

っている。 

にもかかわらず、今まで安房の作品に対する本格的な研究は十分にされているとはいえ

ず、小学校の教科書として取り上げられていることから、教材研究の領域からの先行研究は

あるものの、文学として論じられてはいなかった。この現状を示し、本論文がそこを埋める

ものであることを確認している。 

第二章では、初期短編の「さんしょっ子」をケーススタディとして取りあげて、この作品

で安房が五感のすべてを駆使しながら、さんしょっ子の恋心にも似た切ない感情を描いて

いることを分析。この考察では、彼女の作風の萌芽がすべてここに表れていることを例証し

た。 

そのうえで、第三章では「五感」に相当する節を 5 つ設け、それぞれの感覚が強調して描

写された作品を分析した。「視覚」では特に色彩に注目し、色に込められた象徴性や意図を

読み解いた。安房が大学時代専攻していた『源氏物語』等の古典からの影響も重要な要素と

なる。「聴覚」としては、肉体的な耳に働きかける音声だけではなく、心に響く音に注目し、

「雪窓」という作品を中心に宮沢賢治との比較やキリスト教との関連にも言及した。「味覚」
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では、登場人物の背景や感情、食べ物に隠された意味などを考察し、豊かな感覚の世界を分

析した。「嗅覚」では、まさに安房直子作品を読んだ時に感じられるつかみどころのない不

思議な感覚を明確にするに至った。「触覚」では「触れる」ことから始まる動作が何を生み

出すかを分析、「触れる」という接触行為が罪を誘発するという悲しみでもあること、「銀の

クジャク」や「天の鹿」を例に、「触れる」という行為が生命や命の流れに関係することに

考察を広げている。 

第四章では最晩年の作品『花豆の煮えるまで‐小夜の物語』をとりあげ、初期作品から大

きく成長し円熟した作風に注目し、五感に関する表現力の洗練から、安房直子という作家の

完成形を見ている。 

今まで捉えづらく論じにくい短編ファンタジーとして、教材研究か作家論的なとらえ方

しかされてこなかった安房直子の、本格的な作品論として、五感から読み解くこの方法論は、

今までに例がなく、作家安房直子を日本児童文学史の中に位置づけなおすためにも、重要な

基礎研究であると考えられる。 

 

しかしながら、安房直子本人についての伝記的アプローチがところどころ混在し、論文の

完成度をやや弱めている点や、先行研究の評価に踏み込みが足りない点などが指摘された

こと、200 以上にのぼる安房の短編にはまだまだ語るべきことが残されていることから、今

後さらなる研究の余地があると考えられる。これを出発点にこれからの充実が望まれる。 

 

以上、今後への期待も含め、審査委員会は、本研究が、研究課題の意義と重要性、研究方

法の妥当性、分析・考察の的確性、論文としての独創性と独自性について審査し、それらの

点で博士論文としての内容を備えていると、全員一致で判断した。 


